
記事の見出し

ここに記載する記事は 370 文

字から 500 文字程度の長さに

します。 

ニュースレターを販売促進の

ツールとして利用する利点は、

新聞発表、市場調査報告、各

種報告書など別のマーケティ

ング資料から情報を再利用で

きることです。 

ニュースレターの第 1 の目的

は、製品やサービスを売り込

むことですが、ニュースレター

を成功させるためにはいかに

読者の役に立つ情報を提供で

きるかが鍵となります。 

読者の役に立つ情報には、自

分の手で記事を書き、イベント
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生活排水を考えましょう

 川や海の汚れは、台所・

洗濯・風呂等などの生活雑

排水が主な原因となってい

ます。 

 きれいな水環境を守るた

めには、日常での生活排水

対策や浄化槽を正しく管理

することが大切です。 

 合併浄化槽は、家庭から

出る水の汚れの約90％を

除去することができます。 

 単独浄化槽から合併浄化

槽へ転換の際には、費用の

一部を補助します。 

 詳しくは、環境課までお問

い合わせください。 

[環境課 環境保全係] 

℡：０５６１-７３-２８４３ 

 東部丘陵を源流とし、市の中心部を流れる天白川は私たちに

とって身近な河川です。この天白川で、川に住む生き物から水

質を調査する、「水生生物調査」を実施しました。水生生物調査

は、毎年8月の第1木曜日に環境課と愛知中央ライオンズクラブ

との共催で実施しており、令和2年度は、50名の参加があり、毎

年人気のあるイベントです。 

 参加者は見つけた生き物の特徴や、どのような水質で生息で

きる生き物なのか、在来種と外来種の違いについてなど、熱心

に講師の説明に耳を傾けながら、きれいな川を守っていく大切

さを学びました。 

どうなったの？ 

何をしたの？（R2年度の取り組み＜抜粋＞） 

資料番号NO.2【令和3年版　日進市環境基本計画年次報告書＜やわらか版＞（案）】

　　第1回　日進市環境まちづくり評価委員会以降の修正箇所になります。
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ECO外出マップ  
 家庭から排出される二酸化炭

素の約4分の1は自家用車から

排出されます。 

 地球温暖化対策として、市民

と市内に通う大学生などが協力

して、徒歩や自転車といった地

球にやさしい移動手段で市内を

巡ることができる、エコ外出マッ

プを作成しました。 

 詳しくは、環境課までお問い

合わせください。 

[環境課 ESD推進係] 

℡：０５６１-７３-２８９６ 

何をしたの？（R2年度の取り組み＜抜粋＞） 

どうなったの？ 

※大気汚染に係る環境基準適合率は、浅田町と五色園の大気測定データが環

境省の基準を満たしているため達成となっています。 

日進市は、都市に隣接していながらも、天白川流域の平地に農

耕地が広がり、東部丘陵など、自然が多く残されている地域があり

ます。そんな緑が多く残る日進市ですが、近年では住宅地として

の開発が進んでいます。その中で、生活の中で緑を増やす取組と

して、平成22年度から「緑のカーテンコンテスト」を開催していま

す。令和2年度は一般部門40件、公共施設部門37件からコンテス

トに参加があり、毎年人気の企画になっています。 

緑のカーテンは夏を涼しく過ごせるだけでなく、二酸化炭素の

削減やヒートアイランド現象の緩和にもつながります。参加者から

は地球温暖化による気候変動について考えるきっかけになったと

の意見が多数寄せられま

した。 どの参加者も一様

に緑のカーテンの成長を

楽しみながら、暑い夏を

過ごし、環境意識の向上

につながる効果がありま

した。  



記事の見出し

ここに記載する記事は 370 文

字から 500 文字程度の長さに

します。 

ニュースレターを販売促進の

ツールとして利用する利点は、

新聞発表、市場調査報告、各

種報告書など別のマーケティ
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どうなったの？ 

何をしたの？（R2年度の取り組み＜抜粋＞） 

  環境に配慮した消費の仕組みの一つに、地産地消があります。

地産地消は輸送による環境負荷を抑えるだけではなく、生産者と

の関係が近いため、購入者の安心感につながります。 

 これまでも日進市内では、あいち尾東農業協同組合（JA)やプラ

イムツリー赤池にて産直野菜の販売が行われてきましたが、地域

農業を活性化と地産地消の推進のため、市とセブン-イレブン・

ジャパンの地域活性化包括連携協定に基づき、令和2年11月から

市内2カ所のセブン-イレブンで地元野菜の販売をはじめました。

現在は2店舗ですが、徐々に販売店舗を拡大し、日進全域に広げ

ていく予定です。 

 この取り組みを地域の多くの人に知ってもらうため、12月5日（土）

にセブン-イレブン日進北新町店において、「軽トラ野菜市」を開催

しました。駐車場に並

んだ地元農家さんの

軽トラックの荷台には

取れたての新鮮野菜

が積まれ、立ち寄っ

た多くの買い物客で

にぎわいました。  

見える化ラベルを

作成しました 

 日常から二酸化炭素削減

行動を意識してもらうため、

卓上に置くことができる三角

柱のポップを作成しました。 

 気軽に取り組める行動ば

かりなので、エコアクションを

実践してみてください。 

 見える化ラベルは、家庭向

けと事業所向けの2種類を

作成しています。 

 詳しくは、環境課までお問

い合わせください。 

【環境課 ESD推進係] 

℡：０５６１-７３-２８９６ 


